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注意事項 

1. 本機を設置する際は屋外への常設は避けてください。また、ディス

プレイに直射日光があたる場所も避けてください。大雨、雪、台風など

の強風の場合は屋内に取り込んでください。 

2. 本機を設置する際には熱源から距離をとり、傾斜のある場所・滑り

やすい場所・振動や衝撃を受けやすい場所・不安定な場所や、極端に閉

鎖された空間には設置しないでください。 

3. 本機を設置する場合、移動の際に過度の衝撃・振動をあたえないで

ください。床・道路の窪みや段差などを注意し、階段・段差などは避け

てスロープを使用して移動してください。本体やボディ（プラスチック

ケースも含む）や、車輪やその周辺構造の破損に繋がります。※これら

ボディ・車輪関係の破損は、たとえ保証期間内であっても有償修理とな

ります。 

4. 本機を移動させる場合は、かならずバッテリーケース部分を折り畳

んで移動してください。バッテリーケースを折り畳むときにバッテリー

ケースを支えている突っ張アームに触らないでください、怪我をする危

険があります。怪我をしても弊社は一切の責任を負いません。 

5. 本機を設置する場合は、背面カバー内部（車輪の近く）に組付けら

れているスライドロックを使用して車輪を回らないようにしてくださ

い。 

※スライドロックは本機を完全に固定するものではありません。 

6. 本機の充電や電源に接続する場合は、必ず専用の電源ケーブルを使

用し、屋内の冷暗所にて行ってください。専用の電源ケーブルは防水・

防塵機能がありません。微量の雨や埃であっても破損や故障の原因とな

ります。 

7. 本機を運用する場合は、防水・防塵機能を保持するため、電源コネ

クターに付いているカバーをしっかり閉めてください。 

8. ガラスを搭載している機種は取り扱いに注意してください。 

9. 孔や開口部は本機の放熱設計に基づいて設けられているものなの

で、ふさがないでください。 

10. 本機を使用する前に保護シートなどをすべて取り外してからご使

用ください。 

11. 本機を清掃する際には必ず電源をオフにして、柔らかい布等で画面

を拭いてください。 

12. 本機を清掃するのにガラスクリーナー等を使用することをお勧め

しますが、画面や本機に直接塗布しないように気を付けてください。 
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13. 本機は精密機械ですので、浴室や水辺など、水がかかる可能性のあ

る場所では、ご使用を避けてください。感電や火災の原因となります。 

14. 修理・分解・改造などを行わないでください。感電や火災の原因と

なります。また、無償での修理の対象外となります。 

15. 本機内部に、金属や薬品などが入らないようにしてください。回路

がショートして、故障や火災の原因となります。 

16. 電源コードは、必ず付属の製品をご使用ください。他の製品をご使

用になると、感電や火災の原因となります。 

17. 電源コードを、束ねた状態で使ったり、折れ曲がった状態で使った

りしないでください。感電や火災の原因となります。 

18. 電源コードが破損したときは、ただちに電源コードの使用をおやめ

ください。感電や火災の原因となります。 

19. 電源コードを接続するときは、各端子にほこりがたまっていないか

ご確認ください。ほこりがたまった状態で接続すると、火災の原因とな

ります。 

20. 電源は、必ず 100～240V をご使用ください。それ以外の電源を

使用すると、感電や火災の原因となります。 

21. プラグを抜くときは、必ずプラグ部分をお持ちください。ケーブル

部分を持って抜くと、断線やショートなどによる、故障や破損の原因と

なります。 

22. 本機をご使用にならないときは、電源を OFF して電源プラグを抜

いておいてください。差したままにしておくと、火災や漏電などの原因

となります。 

23. 本機を不安定なところや振動の加わるところなどに置かないでく

ださい。また、重いものを乗せたり、上に乗ったりしないでください。

故障や破損の原因となります。 

24. 本機を落としたり、物をぶつけたりしないでください。強い衝撃を

与えると、故障の原因となります。 

25. 本機を、直射日光が長時間あたるところ、高温多湿なところ、発熱

物の近くなどで使用しないでください。火災や故障などの原因となりま

す。 

26. ディスプレイを、ボールペンなど先のとがったもので触らないでく

ださい。破損の原因となります。 
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1.  概略 

1.1  はじめに 

・本機は最大 1080P のフル HD で画像や動画を表示できます。 

また、動画や画像のスライドショー再生が可能です。コンテンツ・コンテンツプレイリ

ストを作成、USB メモリースティックを使用してコンテンツを本機のメモリにコピーし

ます。 

・本機は HDMI 接続が可能です。リモコンからソースを変更することで HDMI 機器から画

像を表示できます。 

・本機/本書に表示/記載されている設定項目名称（OSD メニュー名称、機能名称など）は、

改良の為に予告なく変更される場合があります、ご了承ください。 

【注意】： 

・型番 WH5/7 シリーズは背面カバー内に HDMI/LAN コネクター/マイクロ SD スロッ

トを搭載しています。 

※背面カバーを開けたままで使用すると防水防塵機能が失われ、故障の原因になります。

かならず背面カバーを閉めてカギをかけてから本機を使用してください。 

1.2  主な機能 

◼ タイマー電源 ONOFF を設定することができます。（1 日最大 4 項目まで） 

◼ 本機の内部メモリは 32GB です。（使用可能容量は約 30GB） 

◼ HDMI 接続による表示ができます。 

◼ スタンドアローンで設置する場合、再生するメディアは USB メモリースティック

※1 から直接再生することも USB メモリースティックから内蔵メモリにコピーす

ることもできます。 

 

※1・exFAT 形式は認識しません。PC などで FAT32 または NTFS 形式にフォーマッ

トしてからお使いください。認識可能な容量は 32GB までとなります。 

・Android OS 4.0 以降/Linux Kernel 2.5以降対応の USB（2.0）メモリを推奨。 

・本機搭載の USB コネクターは 2.0 対応です。 

・USB メモリースティックの使用方法は「項目 2.4」を確認してください。 

・KIOXIA（キオクシア）の USB メモリーステックはコンテンツを本機にコピーする

際に不具合が報告されています。 
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1.3  電源コネクター 

                  ※左図上から 

 

・電源スイッチ： 

本機（サイネージ）の電源を ON/OFF します。 

 

                ・電源コネクター： 

付属の電源コードでコンセントに接続してくだ

さい。 

電源ケーブルはカチッと音がするまでコネクタ

ーに押し込んでください。 

 

※充電完了時はかならずカバーキャップをコネ

クターに被せてください。 

 

【注意】 

・本機を運用する場合は、電源コネクターに取付けられているカバーキャップをしっかり

閉めてください。カバーキャップを開けたままにすると防水防塵効果が得られず、機器

が破損します。 

・本機とコンセントは付属の専用電源ケーブルを使用して接続してください。 

・充電や電源を接続する際は、かならず屋内の冷暗所（温度・湿度が低く一定に保たれた、

埃・雨・直射日光が当たらい場所）にて行ってください。 

※専用電源ケーブルは防水・防塵機能がありません。 

・本機の充電やコンセントとの接続は、最初にリモコンを使用して本機の電源を OFF しま

す。その後、本機の電源スイッチを OFF してから接続を行います。 

 

 

1.4  対応ファイル形式（表示できるファイル形式） 

■動画：MPEG1, MPEG2, MPEG4, mp4, MOV, H.264, DIVX, XVID 

■音声：MP3    ■画像：JPG JPEG, BMP, PNG, GIF 
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1.5  本機の移動と設置方法 

本機を移動する際は電源を OFF してバッテリーケース部を折り畳んでから移動を行って

ください。 

下図①を確認してください。バッテリーケース部が開いたままの状態で移動すると「突っ

張りアーム」のヒンジ部分が曲がってしまい液晶画面ケースに衝撃を与える可能性があり

ます。これを避けるために①～③の動作を行い、バッテリーケース部を折り畳んでから移

動してください。設置場所が決まったら背面カバー内部（タイヤの近く）に組付けてある

スライドロックでタイヤを回転しないようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、設置する場所は直射日光がディスプレイにあたらないようにしてください。直射日

光にあて続けると、LCD はその構造上の特性からブラックアウト現象を起こします。 

 

【注意】：突っ張りアームとスライドロック 

・「突っ張りアーム」には触れないでください。怪我をする危険があります。 

上図③を確認してください、「金属バー」を足で軽く何回か押す（足でトントンとタッ

チするイメージ）と「突っ張りアーム」は曲がります。 

・スライドロックは本機を完全に固定するものではありません。傾斜のある場所・滑り

やすい場所・振動や衝撃を受けやすい場所などに設置しないでください。 
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・設置場所が決定したら背面カバーを開けてロックレバーを倒してタイヤを固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・背面ドアの開閉ノブ（カギ穴付き）    ・背面ドア内部のロックレバー 

開閉ノブは製品に同梱されているカギを使用して起こします。その後上図のように左側に

回転させます。ロックレバーは 90°に立っている赤い部分を水平に倒します。（タイヤの

穴を合わせ、バーを滑り込ませます。） 

【注意】：バッテリーケース内部に水分や粉塵が確認された場合は保証期間内でも有償修理

となりますのでご了承ください。 
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1.6  電源 ON からのディスプレイ画面の変遷 (コンテンツデータ無しの場合) 

本機は本体の電源ON、あるいはリモコンの電源ONから使用できる状態になるまで約30

秒の時間が必要です。 

ディスプレイに向かって右側面に設置してある電源スイッチを ON にするか、あるいは電

源スイッチが ON になっている状態で、リモコンの電源ボタンでサイネージの電源を ON

すると、下図のような順でディスプレイに画面が表示されます。 

・②のサイネージプレーヤー画面が表示されるまでサイネージに触れないでください。 

・リモコンの使用や、USB メモリーステックなどをサイネージに取付けないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ：Android ロゴ画面      ② :Magic Player 画面 

 

【参考】：① ～ ②の画面まで自動で変わっていきます。 

① の画面の状態でリモコンを使用して表示画面を変更したり、APK にアクセスしてしま

うと③のサイネージプレーヤー画面まで進まない場合があります。 

その時は一度本機の電源をOFFにして電源を再度ONし、最初から起動をやり直します。 

②  の画面はサイネージに再生すべきコンテンツデータが記録されていない場合の画面。 
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1.7  リモコン 主な操作はリモコンで行うことができます 

■ボタンの機能 

 

 

※液晶表示部の下にあるリモコン受光部位置を確認後、約 1～2m 離れて使用してください。リ

モコン受光部の前に障害物となるものを置かないでください、リモコンが機能しなくなります。 
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1.8  バッテリー（バッテリー稼働時間と充電時間） 

型番 WH5/7 シリーズはバッテリーを搭載しています。満充電（バッテリーインジケータ

―100%）の状態で約 10～14 時間コンテンツを再生可能です。 

※再生時間はコンテンツの容量や音量の大きさに影響されます。 

① ：バッテリー充電について 

※約 7 時間で 100%充電ができます。 

まれにバッテリーインジケーターの数値が 100%まで到達しない場合があります、

この場合は一度バッテリーを使いきって再度充電を試みてください。※可能であれ

ば完全に放電して 0%にしてから再充電。 

完全に 0%となり本機が停止した場合、電源ケーブルを接続しても充電が開始され

ません。電源ケーブルを接続して電源ボタンを ON して本機を起動させてください。 

受電が開始されます 

② ：バッテリーの残量について  

バッテリー残量 8～10％程で停止する可能性があります。システムを稼働させるた

めのバッテリー残量に満たないためです。 

（コンテンツ容量や音量の大きさの設定で停止目安バッテリー残量は異なります） 

【注意】： 

■バッテリーでの稼働時間はコンテンツの内容によって変化します。容量の大きい動画な

どを大音量で繰返し再生を行う場合は稼働時間が短くなります。 

■約 10 時間のバッテリー稼働は、フル HD（1080×1920）静止画 5 枚の繰り返し再

生を行った場合です。（動画・音声・音楽は無しの状態） 

■本機（サイネージ）の設置環境（室内温度が高い・低い場合など）によってもバッテリ

ー稼働時間は変化します。 

■バッテリー残量が 8～10%程で停止（電源 OFF）する場合があります。 

■停止から 100%満充電まで約 7 時間が必要です。 

※サイネージの電源がOFF の場合の必要充電時間です。 

※充電状況は背面のバッテリーインジケーターで確認できます。 

■充電中であってもサイネージの電源 ON は可能です。稼働させながら充電を行うため、

電源 OFF の場合より満充電まで時間が必要です。また、防水・防塵機能も失われます。 

かならず室内の冷暗所にて（直射日光・雨・雪・風・埃充等を避けること）充電作業を行

ってください。 

■本機の充電にはかならず付属する専用の電源ケーブルを使用してください。 
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2.  Magic Player でコンテンツ再生・更新 

2.1  Android OS とマジックプレーヤー(Magic Player APK) 

本機は Android OS Vr11 を搭載したデジタルサイネージです。コンテンツ再生やスケジ

ュール電源 ONOFF 設定等を行う基本の APK「Magic Player」を使用して運用します。 

2.2 コンテンツ再生 

電源をオンすると自動的にコンテンツの再生が始まります。 

1 電源コードが確実に接続されていることを確認します。（充電中の場合） 

2 電源をオンにすると自動的に再生が始まります。 

3 再生するコンテンツがない場合は下図画面が表示されます。 
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2.3 コンテンツを本機にコピーする・新しく更新する 

コンテンツの本機へのコピー・更新は主に USB メモリを使用します。 

背面ドアを同梱のカギを使って開け、内部に設置されたマザーボード上の USB コネクタ

ー（2 個あるうちどちらでも OK）にコンテンツデータ（mp4・jpg など）を記録した USB

メモリースティック（以降 USB メモリという）を差込んでください。 

しばらくすると液晶画面中央に「ファイルをコピーしています」の文字が表示され、本機

内部のメモリにコンテンツデータのコピーが始まります。 

コピーが完了すると液晶画面にコンテンツが表示され再生が始まります。 

この状態になったら USB メモリを取外して背面カバーを閉めてください。 

 

【注意】： 

「コピー中」の文字が出るまで早い場合で 5 秒ほどです。時間がかかる場合で 1 分ほどで

すが、これはコピーするデータ容量によってこの時間は変わります。 

※動画・静止画のデータ容量ので変化します。（データ容量が大きなものほど時間が必要） 

 

2.3.1 ネットワーク（スマートフォンから Wi-Fi 経由で更新） 

スマートフォンと本機が同じネットワーク環境下（同一 SSID）に接続している場合、「LED 

Art APK」を使用してコンテンツ配信が可能です。 

 

現状では使用できません。 
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2.3.2  USB メモリ（USB メモリを使用して更新） 

USB メモリを使用してコンテンツを本機にコピーするには、本機のコンテンツのコピー先

である内蔵メモリを選択しておく必要があります。（デフォルトで選択されています） 

リモコンの Magic Player 設定ボタンから設定画面（以下 OSD と呼称）を表示させます) 

1 下図を確認してください。詳細設定→保存場所/メモリを選択します。 

 

2 下図は背面ドア内部のメイン基板です。USB A タイプのコネクターが二箇所あります。

どちらに USB メモリを取付けてもコンテンツを本機メモリにコピーできます。 

 

 

 

 

 

 

 

USB メモリを取付けると液晶画面に「コピー中」の案内が表示されます。しばらくすると

液晶画面に自動でコンテンツの再生がスタートします。 

再生がスタートしたら USB メモリをコネクターから取外して背面ドアをしっかりと閉め

てください。背面ドアが空いたままだと防水防塵機能が損なわれ破損の原因になります。 
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2.4 USB メモリを使用する際の注意点 

※1：本機に取付ける USB メモリのルートディレクトリには、コンテンツデータのみを保

存してください。 

ルートディレクトリエリア内に、フォルダを作成してその中にコンテンツデータを保

存したり、コンテンツ以外のデータ、エクセルや PDF データが記録されている場合

サイネージは USB メモリを認識しません。 

下図を確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンテンツデータをそのまま USB メモリのル

ートディレクトリに保存すること。 

フォルダを作成しない、エクセル・pdf データ

などを混ぜて保存しないこと。 
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※2：USB メモリ内のフォルダの自動生成について 

USB メモリにコンテンツだけを保存しても、一回でも本機にその USB メモリを本

機に接続してコンテンツを本機のメモリにコピーすると、本機はその USB メモリ

にシステムで使用するためのいくつかのフォルダを作成してしまいます 。 

これらのフォルダ（約 5 個～13 個）は、削除しないでそのままにしても、本機は

その USB メモリを認識し、コンテンツデータを内蔵メモリにコピーします。 

下図を確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※3：PC から USB メモリ(2.0 推奨)にコンテンツデータをコピーする際は Windows 

PC(10 推奨）をお使いください。 

【注意】：マックブックからコピーした USB メモリをサイネージに取付けても「データが

ありません」などのコメントが表示され、コンテンツデータがコピーができません。 

本機がコンテンツコピーの際に自動生成

したフォルダ。 

削除しないでこのままにして再度本機に

取付けても本機は USB メモリを認識し

ます。 
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※コンテンツ再生方法は下記の 1 種類です。 

■スライドショー再生： 

USB メモリにコンテンツ（動画・静止画ファイル）を記憶させ、USB メモリをサイネー

ジに挿せば自動コピーします。コピー完了後本機は再生をスタートします。この状態にな

れば USB メモリを取外してください。 

※一度本機に取付けてコピーを行った USB メモリには、本機からいくつかのフォルダが

コピーされます。これらは削除しても問題はありません。 

【参考】： 

・本機にコンテンツの再生順番を指示したい場合は、各コンテンツファイルの名称の頭に

アラビア数字「1、2、3、、、、」再生順番を表す数を記入してください。 

※数字は半角、文字はアルファベット半角を推奨します。 

【注意】： 

複数のコンテンツを再生する時の画像の表示方法（エフェクト/上からの画像変更や下から

の画像変更）を選択し有効にするには、一度コンテンツをすべて削除して再度コンテンツ

を本機のメモリにコピーしてください。 

※エフェクトは下図システムモード→スタンドアロンを選択→エフェクトから選びます。 

※システムモード内の再生時間は静止画の表示秒数です。デフォルトは 10 秒です。 

※削除は OSD の番組をクリアするから行います。下図を確認してください。 
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3. Magic Player の設定項目 

リモコンを使って Magic Player 設定項目（以降は OSD という）を表示します。 

3.1  ネットワーク設定 

 

 

 

 

 

 

 

■無線・有線・モバイルネットワークの設定を行います。 

・ワイヤレスネットワーク：Wi-Fi 接続時 IP アドレスは DHCP です。固定 IP に設定する

ことはできません。現状は使用できません。 

 

・有線ネットワーク：LAN ケーブルでルーターと接続します。IP アドレスは DHCP です。

また固定 IP アドレスに設定することもできます。 
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LAN ケーブルを接続すると背面ドアが閉められないために防水防塵機能が損なわれます。 

したがって LAN ケーブル接続は使用しません。 

 

・モバイル ネットワーク:4G：モジュールを追加すると、4G 信号を開くか閉じるかを選

択できます。現状は使用できません。 

 

 

 

 

 

 

 

3.2  システムコントロール 

 

 

 

 

 

 

 

■タイマー電源 ONOFF や明るさの調整を行います。 

・明るさ調整：液晶画面下の照度センサーによって自動調整となっています。この機能は

使用しません。 

 

・スイッチパネルの設定：液晶画面の ONOFF 時間を毎日複数セット設定が可能です。 

【注意】：この設定項目は、マザーボードから画面への信号の ONOFF のみを行います。

したがって信号がない場合、液晶画面は黒くなります。 

スイッチパネルの設定は行わずに「機械設定の切り替え（本機のタイマー電源 ONOFF）」

を行うことを推奨します。 
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・機械設定の切り替え：本機のタイマー電源ONOFF を行えます。時間設定を毎日複数セ

ット追加できます。 

 

曜日を指定するプルダウンを開くと、月曜日から日曜日までのどの曜日にこの切り替え

時間を有効にするかを選択できます。 

※最大で 4 項目のタイマー電源 ONOFF を設定できます。 

※必要であればスイッチパネルの設定と一緒に設定を行います。 

 

・音量設置：任意の時間に音量設定を行えます。 

 

3.3  詳細設定 

 

 

 

 

■コンテンツの保存場所（内蔵メモリなど）や時間の設定を行います。 

・保存場所：内蔵メモリ・SD カード（32GB まで）・U ディスク（USB メモリ 32GB

まで）を選択可能。 

・スクリーン回転：液晶画面の表示角度を設定します。270°のデフォルトを推奨します。 

・適応回転：画面の回転に合わせてディスプレイが回転します。本機では使用しません。 

・マルチマシン：複数の画面に同じコンテンツが表示され、再生の進行状況は同じで、同

時にプログラムを切り替えることができます。特に使用しません。 

・インタラクティブモード：コンテンツにボタンを追加します。ボタンはコンテンツ（静

止画/動画）に関連付けられ、クリックで対応するコンテンツに切り替わります。特に使

用しません。 

・レジュームモード：電源が OFF になって再起動しても、コンテンツは続きから再生され

ます。続き再生が近い場合は最初から再生されます。 

・デュアルスクリーン；特に使用しません。 

・HDMI IN：HDMI 接続した画像を表示します。 
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・HDMI IN 方向：HDMI 接続した画像の表示方向を設定します。 

・投げ塀（スクリーンプロジェクション）：特に使用しません。 

・日付と日時：日にちと時間設定を行います。 

・イーサーネットネットワーク監視：特に使用しません。 

・スタンバイページを開く：OFF にすると本機にコンテンツが記録されていないときの表

示画面が「現在プログラムがありません」の表示に変更されます。 

・デバイスロック：コンテンツを送信するときにパスワード」が必要になります。特に使

用しません。 

・コントロールパスワード：ON にすると Magic Player の OSD 設定にパスワードが必要

になります。特に使用しません。 

3.4  システムモード 

 

 

 

 

 

 

■コンテンツ表示の設定を行います。 

・システムモード：スタンドアロンを選択してください。（下記設定はスタンドアロン時の

み設定可能です） 

・読込みモード：デフォルトの「写す」を使用してください。 

・再生時間：静止画一枚の表示時間を設定します。動画の再生時間には影響しません。 

・塗りつぶしモード：フルスクリーン表示を使用してください。 

・エフェクト：コンテンツの切り替え時の効果を選択できます。 

・今すぐ消去：特に使用しません。 

・エフェクト時間：コンテンツの切り替え時のエフェクトにかかる時間設定ができます。 

・表示時間：液晶画面に時間を表示します。 
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3.5  Wi-Fi スポット 

 

■本機を Wi-Fi アクセスポイントに設定します。現状では使用できません。 

 

3.6  システム言語 

 

■Magic Player で使用する言語を選択することができます。 

 

3.7  今すぐ再生 

 

■設定を終了してプログラムを再生します。 

 



HD LCD Digital Signage Display User Manual                                    

Page 23 

    

3.8  番組をクリアする 

 

■本機メモリからすべてのコンテンツを削除します。 

 

3.9  システム再起動 

 

■このエリアを選択して二回決定を押すと再起動します。 

 

3.10 ネットワーク診断 

 

■Wi-Fi ルーターの IP アドレスなど、接続されているネットワークの詳細を表示します。 
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3.11 について（About Us） 

 

■Android OS のバージョン、マックアドレスなど本機の詳細について表示します。 
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保証規定 

3.12 保証受付 

1. 本機の不具合等に関するお問い合わせおよび修理の御依頼は購入された販売店までお

願いします。 

3.13 保証手順 

1. 購入された販売店窓口宛にお問い合わせいただき、故障または不具合内容をご連絡下

さい。 

2. 修理の段取りや製品のお渡し方法など、購入された販売店窓口までお問い合わせくだ

さい。 

3.14 保証内容 

I. 保証期間について 

① 保証期間は製品到着日(購入日)より 1 年間となります。※本製品本体・技

術的ご質問回答 

② ただし製品到着日(購入日)を証明できるもの(配送伝票・レシート等)を紛失

された場合は弊社出荷日より 1 年間の保証になります。 

③ 購入時に延長保証をオプションにてお申込みの場合には、それに準じた保

証期間となります。 

 

II. 初期不良期間 

① 製品到着日(購入日)より 2 週間まで、本期間経過後は、下記(無償保証期間)

へ自動的に移行します。 

② 初期不良期間内における製品の不良・故障などの症状が認められた場合、

販売店負担にて商品の回収・修理を行います。 

③ 誤品・欠品・運送破損等の対応は初期不良期間内のみとなります。初期不
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良期間を超えての誤品・欠品・運送破損等対応はサポート対象外とさせて

いただきます。 

III. 無償保証期間 

① 製品到着日(購入日)より 1 年間。(有償オプション延長保証は、それに準じ

た期間) 

② 無償保証期間内の修理・補修費用及び返送費用は販売店負担にて行います。

(販売店への送付費用はお客様ご負担) 

③ 無償保証期間内の首都圏以外の出張修理は、出張費のみ実費請求させて頂

きます。 

④ 修理は基本部品交換とさせて頂きます。修理期間中の同型機の貸出しは、

在庫がある場合は対応させて頂きますが、基本対応できません。 

IV. 保証期間外 

① 上記［無償保証期間］を経過した場合及び下記［無償保証対象外事項］に

該当した場合には弊社および販売店に関する一切の保証は失効します。 

② 保証期間外における、いかなる不良・故障であっても弊社および販売店が

一切関知するところではありません。 

③ 保証期間外における、修理・補修にかかる費用(販売店への送付から返送ま

で)は全てお客様ご負担にて行っていただきます。 

V. 保証対象 

① 弊社工場出荷時、もしくは販売店でのご購入時の状況にある弊社デジタル

サイネージ本体、弊社指定保証対象の周辺機器。 

② 弊社保証対象以外の周辺機器は各メーカーの保証規定に準じます。 

③ 弊社製品にプレインストール・添付された OS およびソフトウェア、各ハ

ードウェアのドライバ使用上の不具合及びインストール方法。使用方法に

つきましては各メーカーでのサポートになります。 

VI. 無償保証対象外事項 

① 保証書を紛失・改ざんされた場合。保証受付の際に提示無き場合、本保証

書に必須事項が明記されていない場合、保証書にシリアルナンバーが明記

されていない場合。 
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② 保証対象商品の故障等不具合発生の原因が火災、地震、風水害、落雷、ガ

ス害、その他の天災地変、公害や化学薬品、異常電圧等の外部的要因によ

る場合。 

③ お客様のお取り扱いが不当な場合による過失(接触不良、設定の誤り、改造、

弊社または販売店サポートスタッフの指示無くソフトやアプリのアンイン

ストールを行った場合、BIOS アップデートを行った場合、オーバークロ

ック等の保証外動作を行った場合、商品運搬中の衝撃・振動など)による故

障・損傷の場合。 

④ 落下や衝撃、振動による故障・損傷。 

⑤ 内部構成部品に損傷がある場合や外装部品に損傷がある場合。 

⑥ 弊社工場出荷時、もしくは販売店での購入時以外に増設・アップグレード

された製品及びソフトウェアに起因する不具合の場合。 

⑦ ソフトウェアの仕様やバグ、Driver(ドライバ)や BIOS(バイオス)の問題、

ハードウェアの特性上の問題解決。 

⑧ お客様ご自身が組み込んだ OS、プログラムやコンテンツ、データの保証、

及び修理。 

⑨ 弊社製品が原因で故障した他社製機器や部品。 

⑩ 通常と異なる環境(電磁波・ノイズ・高温・低温・大量のほこり・タバコの

ヤニなどの環境)で使用された場合の故障・損傷。 

⑪ ほこりやタバコのヤニ、その他水分など著しい汚れが本機等保証対象品に

認められた場合。 

⑫ 100V 50/60Hz 以外の電源で使用された場合の故障・損傷。OA タッ

プなどに接続された場合の、電源供給の不安定な環境下での使用による故

障・損傷。 

⑬ 構成部品のシリアルシールが欠損している場合の故障・損傷。基本構成本

体、及び付属品が欠損している場合。 

⑭ 上記保証対象に該当しない箇所の不具合、故障・損傷など。 

⑮ 工場出荷時の構成が確認できない場合やハードウェアの増減・ソフトウェ

アの追加が認められる場合。 
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⑯ 譲渡・転売・中古販売・オークション等でご購入された場合。 

⑰ 消耗部品は保証対象外です。 

⑱ 液晶画面上の画素欠けや異常点灯(赤・青・緑色)がある場合(仕様範囲内と

なりますので予めご了承下さい。) 

⑲ コンピュータウィルス等の感染による不具合・故障。 

VII. 免責事項 

① ストレージ内のデータに関しましては保証いたしません。誤動作や故障に

より本製品の記憶内容が変化・消失する場合がございます。これによる損

害、及び本製品の使用または使用不能から生ずる損害(事業利益の損失、事

業の中断、事業情報の損失、またはその他の金銭的損害を含む)に関しては、

弊社および販売店では一切の責務を負いません。その請求に対し、弊社お

よび販売店には金銭の支払い義務、物品の無償提供義務は発生いたしませ

ん。 

※修理の際は、必要なデータは必ずバックアップを取ってからお申込み下

さい。 

② 製品を梱包していた外箱・内箱以外の梱包、弊社指定の梱包以外にて販売

店指定場所まで送付頂いた際の、運送中における故障・損傷につきまして

は、弊社および販売店では一切の責務を負いません。 

③ 法律上の請求原因の種類を問わず、本製品の使用、または使用不能から生

ずる損害(事業利益の損失、事業の中断、事業情報の損失、またはその他の

金銭的損害を含む)に関しては、弊社および販売店では一切の責務を負いま

せん。その請求に対し、弊社および販売店には金銭の支払い義務、物品の

無償提供義務は発生いたしません。 

VIII. 弊社取り扱いソフトウェア及び周辺機器を含む各パーツに関する注意事項 

① 弊社取り扱いソフトウェア及び周辺機器を含む各パーツは動作することを

目的としており、仕様及びそのパフォーマンスを満たすことを目的とした

ものではありません。 

② ソフトウェア使用の最低条件として、必要とされる動作環境及び動作に関

する機器への影響がない状態において使用することを旨とします。 

③ 但し、使用するソフトウェアの動作環境を満たしている場合でも、内部機
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器やソフトウェア、ネットワーク環境等の影響により、仕様及びパフォー

マンスを十分に発揮されない、または一部使用できない場合があります。 

④ 付属ソフトウェアのインストール、操作方法、動作、内容、及びそれに準

ずるお問い合わせは弊社および販売店にてのご案内は致しかねます。同封

またはメディア内に収録されたマニュアルをご参照の上、それぞれのソフ

トメーカーまでお問い合わせ下さい。 

⑤ 付属のソフトウェアの所有権はお客様にその製品を引き渡した時点でお客

様に転移します。以後その所有権は常に許諾者に帰属します。 

⑥ 弊社製品、付属ソフトの使用、または使用不能から生じる損害に関して弊

社および販売店では一切の責務を負いません。また、その請求に対し、弊

社および販売店には金銭の支払い義務、物品の無償提供義務は発生いたし

ません。 

⑦ 弊社および販売店サポートスタッフの指示なく行われた増設・拡張・アッ

プグレード及び、ソフトウェアのインストールが起因による損害に関して

は、弊社および販売店はその責務を負いません。 

IX. その他の注意事項 

① 修理期間中の代替機の貸し出しは行っておりません。 

② 特定の機能・使用方法(主にアプリケーションに起因する不具合)における

動作保証は行っておりません。 

③ 弊社および販売店サポートスタッフの指示なく行われた増設・拡張・アッ

プグレードされた場合、その後の製品に対する保証は全て有償となります。 

④ お客様の判断により、不具合申告されました場合でも、弊社および販売店

スタッフが製品仕様の範囲内であると判断した場合、その不具合に対する

保証は行いません。 

⑤ お客様のご都合により、有料修理の撤回・キャンセルを行われた場合は技

術作業料及び運送料を請求させて頂きます。 

⑥ サポートスタッフの指示なく、お客様の判断により製品をご送付頂いた場

合で、症状の再現性が認められない場合、及び製品仕様の範囲内と判断さ

れた場合、技術手数料を請求させて頂きます。 

⑦ 元払い以外(送料着払い・代金引換)で製品をご送付頂いた場合、製品の受
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取はいたしません。 

⑧ 修理作業範囲内で必要な場合を除き、お客様のご要望により製品を工場出

荷時状態に戻す際は、技術手数料を請求させて頂きます。また弊社および

販売店サポートスタッフが必要であると判断した場合、お客様への事前許

可なしに工場出荷状態に戻す場合がございます。 

⑨ ご購入時にお申込みを頂いた場合を除き、いかなる場合におきましても、

保証期間の延長受付のお申込みは行うことが出来ません。 

⑩ サポート対応の際に弊社および販売店サポートスタッフが必要であると判

断した場合、お客様に事前の予告なく、商品構成を同等品、またはそれ以

上の製品に変更させて頂く場合がございます。 

⑪ 通常サポート時間にお問い合わせ頂いた場合、ご質問の内容によってはご

案内が行えない場合があります。その場合はお時間を頂いてからあらため

てご返答をさせて頂きます。 

⑫ その他のオプションサービスについての詳細はご購入販売店までお問い合

わせください。 

⑬ 上記保証対象に含まれない場合、期間中であっても全て有償保証になる場

合がございます。 

⑭ 本保証規定は事前の予告なく改正、変更される場合がございます。 

⑮ 弊社製品及び本保証規定は日本国内においてのみご利用可能です。 

⑯ デジタルサイネージの廃棄・譲渡時のストレージ上のデータ消去に関しま

しては 3.7 ファイルマネージメントの条目をご覧ください。 

⑰ 液晶ディスプレイは精度の高い技術で作られておりますが、画素欠けや異

常点灯(赤・青・緑色)は故障ではございませんのでご了承下さい。弊社お

よび販売店では画素欠点における一切の責務を負いません。 

⑱ 弊社保証対象は工場出荷時構成と同等である場合に限ります。工場出荷時

の構成が確認できない場合やハードウェアの増減・ソフトウェアの追加が

認められる場合は弊社および販売店サポートを受けることはできません。 

⑲ 譲渡・転売・中古販売・オークション等で購入された場合は、保証期間中

でも有料修理となります。 

⑳ 本製品は一般 OA 機器として使用されることを目的として開発・製造され
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たものです。本製品を航空機・船舶・列車・自動車などの運行に直接かか

わる装置・防災防犯装置や各種安全装置など機能・精度などにおいて著し

く高い信頼性・安全性が必要とされる用途に使用される場合は、これらシ

ステム全体の安全設計にご配慮をいただいた上でご使用下さい。また原子

力制御機器・生命維持に関わる医療機器・幹線通信装置・航空宇宙機器な

どの極めて高い信頼性・安全性が必要とされる用途へのご使用を意図して

ありませんので、これらの用途には使用なさらないでください。 

 

本サービスの実施に際し、業務委託した第三者に全部または一部の業務を

委託することがあります。 

 

工人舎デザイン株式会社 


